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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
平成１８年３月期中間（平成１７年４月 1日～平成１７年９月３０日）及び平成１８年３月期（平成
１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の業績予想につきまして、平成１７年５月１６日付当社「平

成１７年３月期決算短信（連結）」及び「平成１７年３月期個別財務諸表の概要」にて公表いたしまし

た業績予想を下記の通り修正いたします。 

 
記 

 
１．平成１８年３月期中間業績予想の修正 
①連結業績予想（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 
 （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前回発表予想 （Ａ） ２１,３６０ ７００ ３８０ 

 今回修正予想 （Ｂ） １９,７１０ ６２４ ２９４ 

 増 減 額（Ｂ－Ａ） △１,６４９ △７５ △８５ 

 増 減 率 △７.７％ △１０.８％ △２２.４％ 

前期（平成１７年３月期中間）実績 ２０,９９７ ８０２ ４７２ 

 
 
②単独業績予想（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前回発表予想 （Ａ） ２１,３００ ７１０ ３９０ 

 今回修正予想 （Ｂ） １９,７０１ ６３６ ３０７ 

 増 減 額（Ｂ－Ａ） △１,５９８ △７３ △８２ 

 増 減 率 △７.５％ △１０.３％ △２１.２％ 

前期（平成１７年３月期中間）実績 ２０,９７３ ８０２ ４７２ 

 
 



２．平成１８年３月期通期業績予想の修正 
①連結業績予想（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 
 （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前回発表予想 （Ａ） ４３,９００ １,５５０ ８４０ 

 今回修正予想 （Ｂ） ４２,２５５ １,４７４ ７６２ 

 増 減 額（Ｂ－Ａ） △１,６４５ △７６ △７８ 

 増 減 率 △３.７％ △４.９％ △９.３％ 

前期（平成１７年３月期）実績 ４１,３７５ １,５２０ ９２１ 

 
 
②単独業績予想（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前回発表予想 （Ａ） ４３,８００ １,５７０ ８６５ 

 今回修正予想 （Ｂ） ４２,２１５ １,４９４ ７８２ 

 増 減 額（Ｂ－Ａ） △１,５８５ △７６ △８３ 

 増 減 率 △３.６％ △４.８％ △９.６％ 

前期（平成１７年３月期）実績 ４１,３１９ １,５３９ ８６４ 

 
３．修正理由 
（１）連結 

売上高については、ＩＴ分野の生産・在庫調整局面の影響を受け、電気機器・電子部品・産業機械
業界への売上が減少した結果、前回発表予想に対し１６億４９百万円減となりました。なお、前年比

較においては１２億８７百万円の減収（前期比６.１％減）となる見込みであります。 
経常利益については、ローコストオペレーションの実施による損益分岐点の引き下げに努めてまい

りましたが、売上高の減少に伴い前回発表予想に対し７５百万円減となりました。なお、前年比較に

おいては１億７８百万円の減益（前期比２２.２％減）となる見込みであります。 
当期中間純利益については、売上高及び経常利益の減少と固定資産の減損損失として１億２１百万

円を計上したことにより、前回発表予想に対し８５百万円減となりました。なお、前年比較において

は１億７７百万円の減益（前期比３７.６％減）となる見込みであります。 

 
（２）単体 
売上高については、前回発表予想に対し１５億９８百万円減となりました。なお、前年比較におい

ては１２億７１百万円の減収（前期比６.１％減）となる見込みであります。 
経常利益については、前回発表予想に対し７３百万円減となりました。なお、前年比較においては 
１億６５百万円の減益（前期比２０.７％減）となる見込みであります。 
当期中間純利益については、前回発表予想に対し８２百万円減となりました。なお、前年比較にお

いては１億６５百万円の減益（前期比３５.０％減）となる見込みであります。 
  事由につきましては、連結と同じ要因によるものであります。 

 
  なお、当下期については業況の回復が見込まれることから、下期業績見込みは、期初計画をベース

にしての収益予想となっております。 

 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以上 


